
「ＪＲ京葉線・東京臨海高速鉄道りんかい線の相互直通運転に係る効果分析」

の結果について

千葉県内のＪＲ京葉線沿線自治体等で構成する「ＪＲ京葉線・東京臨海高速

鉄道りんかい線の相互直通運転促進に関する協議会」において、平成２７年度

中に実施した相互直通運転に係る効果分析の結果を取りまとめました。

１ 効果分析結果

４つの分析ケースで試算し、効果が最も大きいのはケース４となった。

（以下「ケース４」の結果）

（１）利用者便益

総便益は、１日あたり約５２百万円

※所要時間短縮便益、交通費用減少便益、乗継利便性向上便益のすべ

てを含む総便益

（２）沿線地域からのアクセス短縮効果

ア 品川駅への平均所要時間は約２８分から約４分の短縮

イ 渋谷駅への平均所要時間は約３５分から約７分の短縮

ウ 羽田空港への平均所要時間は約４２分から約５分の短縮

エ オリンピック会場予定地（有明）への平均所要時間は約２３分から

約４分の短縮

※上記ア～エの計測対象ゾーンは、京葉線（蘇我駅～新木場駅間）の駅

から約１ｋｍの範囲

（３）地域の活性化効果

京葉線（蘇我駅～新木場駅間）の年間商業販売額の増加約７５億円

※千葉市内の大規模小売店舗の年間売上額から店舗数に換算すると、

概ね３．５店舗分に相当

（４）その他波及効果

ア 地価上昇効果（※沿線ゾーンの住宅地）

約３８５億円上昇（平均０．７４％上昇）

イ 税収効果 年間約６億円（固定資産税、法人税増収）

２ まとめ

（１）京葉線・武蔵野線沿線の利便性向上・居住人口増加

交通利便性の向上や商業ポテンシャルが高まることにより、沿線の居

住利便性が向上し、都心回帰しているマンション需要が京葉線・武蔵

野線の下り方面にも広がることが期待でき、京葉線・武蔵野線沿線の

居住人口が増加すると考えられます。



（２）企業立地効果

沿線地域から東京都心方面や高速交通結節点への利便性が高まること

により、業務活動の利便性も高まることが予想されるため、企業立地

への効果が期待されます。

（３）観光活性化

近年、外国人観光客が増加するなど観光面での人の動きが活発化して

いることから、相互直通運転によって羽田空港や沿線主要拠点へのア

クセス性が高まることで、鉄道を利用した沿線地域への観光客の増加

が期待されます。

＜参考＞分析ケース（分析年次：平成３６年度）

ケース０ 現状どおり（相互直通運転なし）

ケース１ 現状の京葉線（武蔵野線）の新木場駅～東京駅間をりんかい線へ振り替えて

相互直通運転した場合（ピーク時３本／時、オフピーク時０～２本／時）

ケース２ 現状の京葉線（武蔵野線）便数に相互直通運転する便数を増便した場合

（ピーク時３本／時、オフピーク時０～２本／時）

ケース３ ケース１と同条件でりんかい線の運賃をＪＲ並みとした場合

（ピーク時３本／時、オフピーク時０～２本／時）

ケース４ ケース３に相互直通運転する便数を更に増便した場合

（ピーク時６本／時、オフピーク時０～４本／時）


